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研究成果の概要（和文）：海岸に打ち寄せられる漂着物は、当該地域における自然の豊饒さを反

映しており、漂着物多様性（driftological	
 diversity/driftodiversity）と定義される。本研

究では、この漂着物多様性に注目し、打ち上げ貝類の調査研究に基づいて、暖流系貝類の顕著な

出現が、海面水温上昇と地球温暖化によることを明らかにした。また、漂着物を解説したリーフ

レットを作成し、体験型環境教育のプログラムの基礎資料として活用した。	
 

 
研究成果の概要（英文）：Driftological	
 diversity	
 that	
 means	
 the	
 coastal	
 driftages	
 washed	
 

up	
 on	
 the	
 coast	
 is	
 essential	
 for	
 understanding	
 biodiversity	
 and	
 geodiversity.	
 Drifted	
 

shells,	
 one	
 of	
 driftodiversity,	
 is	
 used	
 for	
 main	
 target,	
 and	
 abundance	
 of	
 warm-water	
 

mollusks	
 in	
 the	
 Japan	
 Sea	
 indicate	
 an	
 anomalous	
 increase	
 in	
 sea	
 surface	
 temperatures	
 and	
 

recent	
 global	
 warming.	
 An	
 environmental	
 education	
 programme	
 for	
 understanding	
 the	
 

driftodiversity	
 was	
 also	
 developed	
 related	
 to	
 school	
 and	
 teacher	
 education	
 in	
 this	
 study.	
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研究分野：総合領域 
科研費の分科・細目：科学教育・教育工学、科学教育 
キーワード：自然科学教育、環境教育 
 
１．研究開始当初の背景 
	
 海岸に打ち上げられる漂着物は、自然物と
人工物に大別される。人工物の大半は通称海
ゴミとよばれる漂着ゴミで、プラスチック製
品が卓越することから、廃棄物処理の観点か
ら様々な研究や取り組みがなされてきた。一
方、動物・植物・岩石・鉱物・化石等で代表
される自然の漂着物については、専門分野で
の個別的研究はあるが、海岸を特徴づける自
然誌資料としては十分に検討されていない。
海岸に打ち寄せられる多様な漂着物は、当該
地域の自然の豊饒さを反映するものであり、
漂着物多様性（driftodiversity/driftological 
diversity）と定義することが可能である。漂
着物多様性は、隣接した沿岸の海洋環境のみ
ならず当該地域における生物多様性
（biodiversity）や地質多様性（geodiversity）
とも密接に関係しており、これらの多様性の
保持の上に成立している。しかし、漂着物多
様性の情報は、漂着物学の視点からは十分に
検討されておらず、基礎データの系統的な集
積が望まれる。 
	
 漂着物多様性を簡単に定義すると、海岸漂
着物の生物学的（動物、植物の）特徴、地質
学的（岩石、鉱物、化石の）特徴および漂着
海岸の地形的な分布形態であり、これらの異
なる要素の構成、属性、相互関係、解釈、系
（システム）を含むものである。漂着物多様
性というパラダイムが地球環境科学の分野
で有益であると考えられるのには、いくつか
の理由がある。まず自然誌資料としての漂着
物の価値を評価するにあたり、その多様性に
注目する根拠を与える。次に地球表層におけ
る生物保全や地質保全を推進する根拠のひ
とつに該当し、その前提となる沿岸環境の維
持や保存の重要性を指摘する。 
	
  
２．研究の目的 
	
 本研究では生物界で昆虫類についで種数
が多く、その大半が海洋に生息する貝類（軟
体動物）を主要な検討対象とする。貝類は硬
組織の貝殻をもつため、海岸漂着物としては
普通に見られるものである。また、日本列島
の各地の海岸から、打ち上げ貝類の報告がな
され、北方から南方まで地域ごとの貝類相の
特徴が判明してきた。これらの成果によると、
ひとつの海岸から数十〜数百種の打ち上げ
貝類が記録され、打ち上げ貝類の多様性は漂
着物多様性を代表する指標として用いるこ
とができる。 
	
  

	
 基礎的検討では、北海道日本海側の外洋性
砂浜を定点に設定し、月に１度打ち上げ貝類
の採集を行なう。これにより北方地域の典型
的な砂浜における打ち上げ貝類の季節的な
消長を追跡できる。また、同一地点における
継続的な調査は、その地点の打ち上げ貝類の
多様性の短期的・長期的変化と海洋環境との
関連を知る手がかりになる。 
	
 また、スケールを広げ、日本海側の代表的
な砂浜を対象として、打ち上げ貝類の多様性
の地理的変化を調べることにする。このよう
な地理的変化は北海道周辺の海流との関連
が示唆され、生物地理学的な違いによる多様
性情報を知ることができよう。このように打
ち上げ貝類に関する詳細な解析を行なうこ
とによって、北海道周辺地域の打ち上げ貝類
の多様性の特徴を具体的に指摘することが
可能となる。 
	
 さらに北方地域よりも漂着物が豊富な南
方地域でのフィールド調査も想定している。
このような海岸では、多種多様な打ち上げ貝
類に加え、無脊椎動物遺骸、漂着種子の記録
も多く、北方地域との比較検討によって、漂
着物多様性をより客観的に見積もることが
可能となる。 
 
３．研究の方法 
	
 中央北海道日本海側の石狩浜を本研究の
野外調査の定点に設定し、毎月の試料採集を
行う。これによって、北方地域の典型的な外
洋性砂浜における打ち上げ貝類の季節的消
長と海洋環境の変動との関連をかなり長期
間にわたって追跡できる。さらにスケールを
広げ、北海道の代表的な砂浜を対象として、
打ち上げ貝類の多様性の地理的な変化を調
べることにする。 
	
 外洋性の打ち上げ貝類に関する比較検討
のため、基礎データが多い北部日本海の離島
を調査地点として選定する。調査研究では、
国内旅費（北海道）を使用する。さらにデー
タがより豊富な南部日本海の離島を調査地
点として選定する。調査研究では、国内旅費
（道外）及び海外旅費を使用する。 
	
 調査研究は、基本的に研究代表者が行い、
試料整理においては、大学院生をアルバイト
として雇用する。一方、大学で開講される「フ
ィールド研究」、「環境科学実験」等の授業で
海岸漂着物を取り上げる。また、漂着物の分
類や同定を行い、それらを環境教育教材とし
て活用する。さらに簡潔な解説をつけたカラ
ー印刷のリーフレット作成を試みる。 



	
 
４．研究成果	
 
	
 （１）平成２１年度は、中央北海道石狩湾
沿岸５地点を定点として、毎月１回漂着物の
調査や採集を行った。継続的な調査検討の結
果、トリガイ、レイシガイ、イボニシなどの
暖流系貝類の打ち上げを相次いで確認した。
また、日本海沿岸の対馬暖流域における野外
調査では、島根県隠岐島後及び韓国済州島の
海岸で、貝類を中心とする漂着物の調査や採
集を試みた。一方、北海道沿岸の暖流系生物
の継続的な漂着は、海水温上昇を示唆する地
球温暖化の一例としても注目された。さらに、
長年にわたり採集してきた石狩湾沿岸の漂
着物から代表的なものを選択し、簡潔な解説
をつけて、カラー印刷のリーフレット「石狩
のビーチコーミング」を作成した。	
 
	
 （２）平成２２年度は、中央北海道石狩湾
沿岸３地点を定点として、毎月１回漂着物の
調査や採集を行った。継続的な調査研究の結
果、トリガイ、サクラガイ、レイシガイ等の
暖流系貝類の打ち上げを記録した。また、北
海道の日本海側では５年ぶりにアオイガイ
の大量漂着の状況を確認した。一方、日本海
沿岸の対馬暖流域における野外調査では、北
海道利尻島、礼文島及び長崎県対馬の海岸で、
貝類を中心とする漂着物の調査や採集を試
みた。これらの離島での調査は対馬暖流域で
の貝類の漂着物多様性を見積もるための貴
重なデータである。今年度は、昨年度に作成
したリーフレットを体験型環境教育の教材
として、学生の野外調査指導や教員の免許更
新講習の資料として活用した。	
 
	
 （３）平成２３年度は、北海道積丹半島の
余市町浜中海岸を定点として、毎月１回打ち
上げ貝類をはじめ漂着物の調査や採集を行
った。また、今年度は積丹半島沿岸の２２地
点の海岸において、春と秋に広域的な野外調
査を試みた。その結果、クロヅケガイ、レイ
シガイ、チリボタン、イチゴキクザル、トリ
ガイなどの暖流系貝類の打ち上げを確認し
た。これらの暖流系貝類の出現は、日本海北
部の海面水温の上昇と連動しており、地球温
暖化の明瞭な影響が示唆された。一方、日本
海沿岸の対馬暖流域における野外調査では、
北海道利尻島、礼文島及び松前半島の海岸で、
貝類等の漂着物の調査や採集を試みた。	
 
	
 （４）一連の研究成果は漂着物学会、古生
物学会はじめ各種学会で発表し、順次これら

の学会誌で公表した。特に北海道松前半島に

おける暖流系貝類メダカラガイの大量漂着
は、海面水温の上昇を示唆する地球温暖化の

一例として注目された。また、リーフレット

「石狩のビーチコーミング」を漂着物の体験
型環境教育の教材とし、学生の野外調査指導

や教員の免許更新講習の資料として活用し

たが、見やすい資料と好評であった。	
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